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　１面　スマイルさん
　２面　家族や地域の防災対策講

演会報告
　３面　ちょっといいお話
　４面　お正月遊びの紹介
　５面　婚活支援特別講演会報告、

善意銀行
　６面　おマメで4コマ劇場
　７面　おマメの部屋
　８面　情報コーナー

●  おもな内容  ●

十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
に
鼎
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
し
た
「
地
域
福
祉
活
動

推
進
研
修
会
」
で
、
飯
田
市
三
地
区
の
健

康
福
祉
委
員
会
代
表
者
の
方
か
ら
、
福
祉

に
関
す
る
地
区
で
の
先
進
的
な
取
り
組
み

を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
社
協
で
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
「
地
域
福
祉
活

動
推
進
研
修
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
現
在
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
よ
る
孤
立
や
、

高
齢
者
の
生
活
を
維
持
す
る
買
い
物
や
ゴ

ミ
出
し
困
難
と
い
っ
た
社
会
問
題
が
、
飯

田
市
に
お
い
て
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
日

頃
か
ら
地
域
で
で
き
る
「
見
守
り
・
支
え

合
い
活
動
」
と
は
何
か
を
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
合
う
た
め
、
今
年
は

「
地
域
の
見
守
り
・
支
え
合
い
の
重
要
性
を

学
ぶ
」
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

第第  ８８ ３３  号号

発　行　月
平　 成　 ２６　 年　 １２　 月

発　　　行
社会福祉法人飯田市社会福祉協議会
〒395-0024　飯田市東栄町3108-1
Ｔ Ｅ Ｌ ： 0265－５３－３０４０
Ｆ Ａ Ｘ ： 0265－５３－３１８６
HP : http://www.iidashakyo.or.jp/
e-mail : is@iidashakyo.or.jp

印　　　刷
龍 共 印 刷 株 式 会 社

この情報紙は皆様からの社協会費で発行されています。

「
地
域
福
祉
活
動

推
進
研
修
会
」

竜丘地区　園原　忠敏 氏

今
回
、
同
研

修
会
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
中
で

羽
場
地
区
・
竜

丘
地
区
・
南
信

濃
地
区
よ
り
、

地
区
で
の
福
祉

活
動
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
羽
場
地

区
で
は
、
独
居
高
齢
者
の
方
な
ど
に
対
す

る
日
常
的
な
声
か
け
運
動
を
、
自
治
会
単

位
で
組
織
的
に
取
り
組
む
活
動
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
の
本
格
的
な

開
始
に
向
け
て
、
現
在
準
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。
竜
丘
地
区
か
ら
は
、
住
民
に
よ
る

「
使
い
や
す
い
公
共
交
通
を
」
と
の
声
か
ら

始
ま
っ
た「
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
」の
仕
組

み
と
、
利
用
の
実
績
を
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
年
々
利
用
者
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
率
が
五
十
％
を
超

え
る
南
信
濃
地
区
か
ら
は
、
様
々
な
ツ
ー

ル
を
使
い
な
が
ら
、
地
域
住
民
全
体
で
高

齢
者
の
見
守
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
に
よ
っ
て
取
り
組
み
方
法
は
様
々

で
す
が
、
住
民
同
士
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
な
が
ら
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
福
祉
活

動
が
前
向
き
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
の
取
り
組
み
が

広
が
り
、「
地
域
の
見
守
り
・
支
え
合
い
」に

よ
っ
て
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
が
進
む
よ

う
、
願
っ
て
い
ま
す
。

松本大学教授　尻無浜　博幸 氏

南信濃地区　牧島　定好 氏 羽場地区　椎名　辰夫 氏

、
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　１１月８日、飯田市社協の行う災害ボランティア

養成事業の一環として、危機管理教育研究所代表

の国崎信江氏をお招きし、「家庭や地域の防災対

策　～自分を・大切な人を守るために～」と題し、

講演会を開催しました。

　講演の中で、災害時、本来は救援活動を期待さ

れる行政や防災機関が被災することで、適切な救

助活動が行えない場合、地域が持つ共助の力を十

分に発揮するためには、コミュニティにおける防

災リーダーによるリーダーシップがとても重要で

あるとの話がありました。また、リーダーとなる

べき人は、平常時から地域の皆さんと顔なじみになっておくことも必要とのことでした。

日頃からの備えを

　講演会に参加された皆さんには、日頃から出来る災害への備え、つまり、地域におけるネット

ワークづくりがいかに重要であるかを、再確認いただけたと思います。飯田市社協としては、今

回の講演会を足がかりに、市内における災害時の見守り支えあい活動の強化と、災害ボランティ

アの養成に一層努力してまいります。今後更なる市民の皆さんのご協力をお願いいたします。

危機管理教育研究所  代表　国崎　信江 氏
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十
七
年
前
の
あ
る
日
、
私
は
突
然
激

し
い
胸
の
動
悸
と
息
切
れ
に
襲
わ
れ
、

急
い
で
病
院
に
駆
け
込
ん
だ
。
診
断
の

結
果
、
狭
心
症
と
分
か
り
、
間
も
な
く

カ
テ
ー
テ
ル
手
術
を
受
け
た
。

幸
い
に
し
て
そ
の
後
の
経
過
は
順
調

で
、
二
か
月
毎
に
主
治
医
の
診
察
を
受

け
、
治
療
薬
に
生
か
さ
れ
て
七
十
を
超

え
た
今
に
至
る
ま
で
人
並
み
の
日
常
生

活
を
送
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

先
日
、
人
間
ド
ッ
ク
の
チ
ラ
シ
が
目

に
留
ま
っ
た
。

大
病
を
抱
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
日
々
の
忙
し
さ
を
口
実
に
人
間

ド
ッ
ク
は
長
ら
く
受
診
し
て
こ
な
か
っ

た
。
だ
が
、
身
内
の
不
幸
を
契
機
に
、

家
族
の
た
め
に
も
な
る
べ
く
長
く
健
康

で
い
た
い
と
い
う
思
い
が
増
し
、
勇
気

を
出
し
て
申
し
込
ん
だ
。

ド
ッ
ク
受
診
の
当
日
は
不
安
で
あ
っ

た
が
、
医
療
関
係
者
の
丁
寧
な
説
明
と

優
し
い
声
掛
け
の
お
か
げ
で
、
苦
痛
も

な
く
、
半
日
の
ド
ッ
ク
を
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

検
診
の
詳
細
な
結
果
が
出
る
の
は
一

か
月
後
に
な
る
。
不
安
は
あ
る
が
、
自

分
の
生
と
前
向
き
に
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
欲
求
が
芽
生
え
た
の
は
、

ド
ッ
ク
受
診
か
ら
得
た
大
き
な
収
穫

だ
っ
た
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
得
た

私
の
大
き
な
収
穫
。一
病
息
災

※まめのひとり言は、編集委員会へ届いたみなさんの声でつくられています。

認
知
症
予
防
は
、健
康
長
寿
の
大
き
な
課

題
と
い
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。大

晦
日
の
お
せ
ち
料
理
作
り
は
認
知
機
能
を

鍛
え
、脳
の
若
返
り
を
は
か
る
良
い
機
会
で

す
。挑
戦
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
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　近頃は、『お正月』の唱歌にあるような風景がなかなか見られなくなってきました。

家族や親せき・近所の友だちが集まるお正月、テレビやゲームから少しだけ離れて、

みんなで昔ながらのお正月遊びをやってみてはいかがですか。

凧上げ
　簡単な材料でできるので、手

作りすることもできます。

　凧上げができる広い場所が

近所にあるといいですね。

いろはかるた／百人一首
　かるたの中でも「いろはかるた」はおじいちゃん

おばあちゃん世代には懐かしいですね。

　小学校や中学校でもやっているところが多い「百

人一首」。みんなで取り札の枚数を競うのも楽しい

ですよ。

　人数が少なかったり、まだ字が読めないお子さん

がいるときは、「坊主めくり」をやってみてはいか

がですか？
福笑い
　出来上がった顔の

こっけいさに、子供

達も大人もついつい

笑ってしまいます。

すごろく
　勝敗は運次第。

　大人数でも遊べるので、お正

月の団らんにぴったり。一年

の運だめしにもなります。

　今年の運勢はいかに！？

羽根つき
　羽子板（はごいた）で

羽根を打ち合う遊び。

打ちそこなった時はバ

ツとして顔に墨をつけ

られることでもおなじ

みです。

こま回し
　指でクルンと回すもの、紐を巻

きつけて回すものがあります。

　おじいちゃん、お父さん、腕の

見せどころですよ。
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平成25年10月1日～平成26年9月30日の間にお寄せいただきました善意をご紹介します。（順不同・敬称略）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ああああああああああああああああああああななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたとととととととととととととととととととと福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉ををををををををををををををををををををつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつななななななななななななななななななななぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行「善意銀行」～あなたと福祉をつなぐ窓口銀行～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

預　託　内　容／金　額預　　託　　者　　名

31,452（地域福祉のために）南信三菱自動車販売㈱

220,206（東日本大震災義援金として）りんご並木の街飯田まつり協議会

（古切手換金分）　2,350住友生命保険相互会社 南信法人支部 かざこし支部 （地域福祉のために）

31,355（地域福祉のために）飯田信用金庫 職員会青年部

12,000（地域福祉のために）天理教伊那平分教会

611,660（飯伊14市町村社協へ）㈱キラヤ

30,000（東日本大震災義援金として）飯田東中学校 学友会

100,000（地域福祉のために）長野県労働金庫 飯田支店 運営委員会

37,965（地域福祉のために）表千家 長野県青年部 飯田地区

11,384（地域福祉のために）アピタ飯田店

40,663（地域福祉のために）ピアゴ飯田駅前店

12,115（地域福祉のために）飯田テレメイト

35,385（地域福祉のために）春の歌まつり実行委員会

80,000オムロンオートモーティブエレクトロニクス㈱ （つむぎの会・双葉会へ）

74,733ランナーズウェーブイイダ （飯伊圏域障がい者総合支援センターへ）

500,000（おさひめチャイルドキャンプへ）久保田製菓㈲

500,000（第二飯田荘へ）三浦睦夫

菓子類（市内福祉施設へ）㈱外松

精米木下員友 （中部デイサービスセンター・飯田荘・第二飯田荘へ）

シクラメン等（市内福祉施設へ）飯田花卉組合

はんてん（市内福祉施設へ）大場君江

りんごシチズン時計マニュファクチャリング㈱ 飯田工場 （市内福祉施設へ）

りんご・りんごジュース
エアコン・掃除機

三菱電機㈱ 中津川製作所 飯田工場 （市内福祉施設へ）
（飯田市こども発達センターひまわりへ）

こうや豆腐（市内福祉施設へ）旭松食品㈱

味噌（市内福祉施設へ）丸昌稲垣㈱

りんご（市内福祉施設へ）田畑達夫

タオル類（地域福祉のために）伊賀良ボランティアグループ

食料品㈲長姫総合サービス （風越寮・おさひめチャイルドキャンプへ）

車いす（地域福祉のために）東京海上日動火災保険㈱ 長野支店

春の歌まつり入場券　秋の南信歌謡祭入場券（市内福祉施設へ）エース企画

車いす（地域福祉のために）中部電力検針集金労働組合

マイク・アンプ1式（地域福祉のために）老大26期生劇団おとめ座

水墨画（北部デイサービスセンターへ）原田紫峯

あたたかなご厚意に感謝いたします

尊い善意に基づいて提供してくださる「金銭」「物品」を、支援を必要とする方々のために活用させていただいています。

　「最近の未婚者増加の要因には、家庭内でも考えてみることがあるのではないか・・・一度、親向けに話

をして欲しい」という多くの声から、今回は「親御様向け婚活支援特別講演会」を企画しました。

　当日は100名以上の参加があり、講演会後の分散会では、日頃の悩みや不安について熱心に話し合ってい

る親御様が多く見られました。ご夫婦で参加された方々も多く、親御様の関心の高さを感じました。

　講演後のアンケートから、「今後、親として子ども

を支援して行く勇気をもらえた」という声や、「親同

士の見合いをぜひ設定して欲しい」といった声を多く

いただきました。実際に、講演会後に親御様同士で話

をされ、お見合いが成立した方々もおられます。飯田

市社協では、今後も親御様向けの婚活支援に取り組ん

でいきたいと考えています。そして、結婚を希望する

多くの方々に“出会いの機会”を提供してまいります。ＮＰＯ法人花婿学校（名古屋市）」代表　大橋　清朗 氏

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士のののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいををををををををををををををををををををををををををををををををを………………………………………………………………………………………「親同士のお見合いを…」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
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職員役：山田  佐織　相談者役：北原  由紀子 職員役：松枝  美恵子　市民役：熊谷  匡嗣
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各情報の申込み・問い合わせは・・・
飯田市ボランティアセンター（飯田市社協内）
　　電話　　53－3182
　　ＦＡＸ　53－3183
　　ＨＰ　　http://www.iidashakyo.or.jp

飯田市内で災害が発生した際、
災害救援ボランティアとしての専門的な知識をもって、

活動できる人材を養成します。

まめボラ（ベルマーク収集ボラ）日程

【毎月第４金曜日午後、第４土曜日午前】
 　　　　13：30～16：30　　　　9：00～12：00

１月23日・24日

２月27日・28日

３月27日・28日
東日本大震災で被災した学校支援

のため、ベルマークを

集めています。

   ご協力お願いします。
おしゃべりしながら
楽しく活動しています。
どなたでもお気軽に
お越しください。

防災とボランティア週間
「毎年１月15日から１月21日まで」

　飯田市ボランティアセンターでは、東日本大震災発生直

後から行ってきた岩手県下閉郡山田町への継続支援とし

て、山田町社協を通じ、町内の小学校にベルマークを送る

ことになり、収集や仕分け作業を行っています。

　この期間中は毎日（1/18を除く）ボランティアルームを
開放し、ベルマークの仕分け作業を行います。

　活動を通して、東日本大震災で被災された方々への支援

活動を行ってみませんか。

♣実施期間 平成 ２７ 年１月１５日(木)～２１日(水)

♣時　　間 9：30～16：00

♣場　　所 さんとぴあ飯田２Ｆボランティアルーム

♣そ の 他 ・必要な道具はこちらで準備します。

 ・ご都合のつく時間で活動していただけます。

 ・申し込みは不要です。

◆全日程(３日間)受講された方は、災害救援
ボランティア推進委員会認定の修了証およ
び消防本部より上級救命技能認定証が発行
されます。
◆養成講座参加者は、2/14(土)の災害ボラン
ティアセンター立ち上げ訓練に参加してい
ただきます。

本講座の参加者・修了者の皆様はぜひ地域で
の防災活動、災害救援活動にご協力ください。

【日程＆会場】

平成27年 1月24日(土) 13:00～16:00　飯田文化会館2Ｆ会議室

  （講義　飯田市の自然災害、防災について等）

 1月25日(日) 9:00～17:00  飯田広域消防本部3Ｆ

  （上級救命技能講習）

 1月31日(土) 9:00～16:00  飯田勤労者福祉センター2Ｆ他

  （災害模擬体験と実技他）

　今回は、三穂小学校で行われた、地域の宅

老所との交流会を紹介します。

　交流会は、小学校の代表委員会４～６年生

の6名が参加し、学校で企画した『紙ふうせん

バレー』を行いました。長いラリーが続き、

お年寄りも小学生もみんなで盛り上がりまし

た。会の最後には小学生から折鶴のプレゼン

トがありました。
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ちょっと
一  息「おマメで」クイズ


